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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
2
4
0
0
部

コ
ロ
ナ
危
機
の
な
か
、
貧
困

と
格
差
の
問
題
が
改
め
て
露
わ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ず
連
日
何
千

人
も
の
死
者
が
焼
か
れ
て
い
る

イ
ン
ド
の
映
像
は
、
決
し
て
対

岸
の
火
事
で
は
な
く
、
実
際
に

大
阪
や
兵
庫
で
は
医
療
崩
壊
が

現
実
化
し
、
医
療
を
受
け
ら
れ

ず
に
多
く
の
救
え
る
命
が
失
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
「
人

間
の
命
」
と
「
国
民
の
仕
事
と

生
活
」
を
お
ざ
な
り
に
し
た
政

策
と
社
会
の
矛
盾
が
突
き
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

菅
政
権
と
小
池
都
政
は
「
協

力
・
自
粛
」
ば
か
り
の
コ
ロ
ナ

対
策
、検
査
拡
充
や
病
床
確
保
、

休
業
補
償
な
ど
必
要
な
対
策
を

打
た
ず
、
圧
倒
的
反
対
世
論
の

東
京
オ
リ
パ
ラ
開
催
の
強
行
姿

勢
を
崩
し
ま
せ
ん
。
国
民
に
リ

ス
ク
を
負
わ
せ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

今
、
国
や
都
が
決
断
す
べ
き
こ

と
は
、
オ
リ
パ
ラ
を
中
止
し
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
あ
ら
ゆ
る
力
を

集
中
す
る
こ
と
で
す
。
医
療
崩

壊
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
小
池
都

政
の
都
立
・
公
社
病
院
の
独
立

行
政
法
人
化
計
画
は
、
命
優
先

か
ら
儲
け
優
先
の
企
業
的
経
営

に
変
質
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
都
議
選
で
は
、
東
京

オ
リ
パ
ラ
の
中
止
、
大
企
業
の

儲
け
第
一
の
都
政
か
ら
い
の
ち

と
暮
ら
し
、
仕
事
と
福
祉
優
先

の
都
政
へ
の
転
換
。
自
治
体
の

仕
事
は
「
住
民
福
祉
を
良
く
す

る
」
こ
と
を
第
一
に
、
「
休
業

と
補
償
を
セ
ッ
ト
」
に
し
た
コ

ロ
ナ
対
策
、
地
元
建
設
従
事
者

へ
の
公
共
工
事
の
発
注
、
賃
金

引
上
げ
、
公
契
約
条
例
制
定
な

ど
、
建
設
業
界
で
働
く
者
が
報

わ
れ
る
都
政
の
転
換
と
私
た
ち

の
要
求
実
現
を
め
ざ
し
、
す
べ

て
の
仲
間
に
都
議
会
議
員
選
挙

へ
の
投
票
を
呼
び
か
け
ま
す
。

開
会
に
あ
た
り
、
中
村
隆
幸
首

都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
統
一

本
部
本
部
長（
東
京
土
建
委
員
長
）

が
、
「
最
高
裁
判
決
に
よ
っ
て
国

と
建
材
企
業
の
責
任
が
明
確
に
な

り
、
国
は
後
続
の
訴
訟
に
関
し
て

和
解
を
表
明
し
、
国
会
で
は
提
訴

し
て
い
な
い
被
害
者
に
給
付
金
が

支
払
わ
れ
る
法
律
が
成
立
し
た
。

13
年
間
に
及
ぶ
長
い
闘
い
に
よ

り
、
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
挨
拶
し
、
提
訴
か
ら

今
日
ま
で
7
割
を
超
す
原
告
が
亡

く
な
っ
た
と
述
べ
、
参
加
者
全
員

で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

全
建
総
連
か
ら
は
勝
野
圭
司
書

記
長
と
田
久
悟
労
対
部
長
が
参

加
。
勝
野
書
記
長
は
、
「
全
建
総

連
は
全
国
の
仲
間
と
と
も
に
、
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
根
絶
と
被

害
を
受
け
た
す
べ
て
の
建
設
従
事

者
を
救
済
す
る
た
め
、
基
金
制
度

の
さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め
、
ま
だ

労
災
認
定
を
受
け
て
い
な
い
被
害

者
が
多
く
存
在
し
て
い
る
現
状
か

ら
も
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
労
災

認
定
の
取
り
組
み
を
全
国
で
進
め

る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

２３
日
で
成
立

歴
史
的
快
挙

政
党
か
ら
は
田
村
智
子
（
参
）

・
伊
藤
岳（
参
）・
畑
野
君
枝（
衆
）

・
宮
本
徹
（
衆
）（
以
上
共
産
）
、

福
島
瑞
穂
（
参
・
社
民
）
、
野
田

毅
（
衆
）
・
渡
辺
博
道
（
衆
）（
以

上
自
民
）
、
玉
木
雄
一
郎
（
衆
・

国
民
）、
江
田
康
幸（
衆
・
公
明
）、

近
藤
昭
一
（
衆
・
立
憲
）
の
各
国

会
議
員
が
参
加
し
、
挨
拶
し
た
議

員
は
建
材
企
業
の
責
任
を
取
ら
せ

る
、
2
度
と
被
害
を
出
さ
せ
な
い

な
ど
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

支
援
団
体
か
ら
古
谷
杉
郎
石
綿

対
策
全
国
連
絡
会
議
事
務
局
長
、

ま
た
支
援
要
請
特
別
発
言
と
し
て

早
川
篤
雄
福
島
原
発
避
難
者
訴
訟

原
告
団
長
が
発
言
し
ま
し
た
。

全
国
の
原
告
団
・
弁
護
団
の
決

意
表
明
を
北
海
道
、
東
北
、
埼
玉
、

東
京
、
神
奈
川
、
京
都
、
大
阪
、

九
州
の
各
訴
訟
団
か
ら
行
な
い
、

東
京
か
ら
は
宮
島
和
男
東
京
1
陣

原
告
代
表
と
佃
俊
彦
弁
護
団
事
務

局
長
が
発
言
し
ま
し
た
。

最
高
裁
判
決
か
ら
の
経
過
と
今

後
の
闘
い
に
つ
い
て
報
告
し
た
小

野
寺
利
孝
東
京
訴
訟
弁
護
団
長

は
、
「
最
高
裁
判
決
か
ら
23
日
間

で
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
給
付
金

法
が
成
立
に
至
っ
た
の
は
歴
史
的

快
挙
だ
。
給
付
金
制
度
は
大
阪
高

裁
の
判
決
に
準
拠
し
国
の
責
任
を

2
分
の
1
ま
で
引
き
上
げ
、
最
高

裁
判
決
の
水
準
を
超
え
た
」
と
述

べ
、
課
題
と
し
て
「
屋
外
工
と
違

法
期
間
外
の
救
済
を
求
め
て
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
給
付
金
の
法
改

正
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
予
防

と
医
療
支
援
の
拡
充
、
同
時
に
建

材
企
業
の
法
的
責
任
を
踏
ま
え
た

謝
罪
と
賠
償
に
全
国
弁
護
団
の
力

を
よ
り
一
層
拡
充
強
化
し
て
い

く
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

6
月
16
日
、
「
あ
や
ま
れ
！
つ
ぐ
な
え
！
な
く
せ
！
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の

全
面
解
決
を
め
ざ
す
全
国
総
決
起
集
会
」
が
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
全
国
連
絡
会
と
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
統
一
本
部
で
、全
体
で
8
0
0
人（
東

京
土
建
は
3
1
3
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
連
絡
会
の
報
告
を
行
な
っ

た
清
水
謙
一
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
全
国
連
絡
会
事
務
局
長
は
、
13

年
間
の
闘
い
を
振
り
返
り
、
「
今

回
4
つ
の
訴
訟
で
判
決
を
受
け
た

原
告
は
約
5
0
0
人
、
継
続
訴
訟

で
最
高
裁
に
か
か
る
原
告
が
7
0

0
人
で
、
合
計
し
て
1
2
0
0
人

だ
が
、
こ
の
1
2
0
0
人
の
方
が

命
を
か
け
た
闘
い
の
波
及
効
果

は
、
3
万
人
を
超
え
る
未
提
訴
被

害
者
の
救
済
に
向
か
う
大
き
な
成

果
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
建
設

労
働
組
合
が
、
組
合
員
一
人
一
人

の
問
題
だ
け
れ
ど
も
、
組
合
が
我

が
こ
と
と
し
て
組
合
員
の
い
の
ち

と
健
康
と
生
活
を
支
え
る
こ
と
を

最
も
大
き
な
任
務
と
し
て
、
13
年

間
の
闘
い
を
支
え
抜
い
て
き
た
誇

り
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
私
た
ち
の
運
動
は
被
害
者

が
立
ち
上
が
っ
て
こ
そ
前
進
と
成

果
が
作
れ
る
こ
と
を
確
信
に
、
こ

れ
か
ら
も
団
結
し
て
よ
り
一
層
の

奮
闘
を
お
願
い
し
た
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

最
後
に
、
建
材
企
業
が
拠
出
す

る
補
償
基
金
の
創
設
に
よ
る
被
害

者
全
員
救
済
へ
大
き
な
ヤ
マ
を
乗

り
越
え
よ
う
と
の
集
会
決
議
を
全

体
の
拍
手
で
採
択
し
、
建
材
企
業

は
被
害
者
に
謝
罪
せ
よ
、
基
金
創

設
に
応
じ
ろ
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
行
な
い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

■
農
水
省
と
環

境
省
の
発
表
に
よ

る
と
2
0
1
8
年

度
の
食
品
ロ
ス
は

6
0
0
万
ト
ン

で
、
こ
の
う
ち
食
品
関
連
事
業

者
か
ら
発
生
す
る
も
の
は
3
2

4
万
ト
ン
、
家
庭
か
ら
発
生
す

る
も
の
が
2
7
6
万
ト
ン
だ
と

い
う
。
全
体
で
前
年
よ
り
12
万

ト
ン
減
っ
た
と
い
う
が
、
2
0

1
2
年
か
ら
2
0
1
8
年
の
間

で
は
6
4
0
万
ト
ン
か
ら
6
1

0
万
ト
ン
で
推
移
し
、
と
く
に

大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

■
食
品
ロ
ス
は
日
本
だ
け
で

は
な
く
先
進
国
で
は
共
通
し
た

問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
方

で
途
上
国
を
中
心
に
6
億
9
0

0
0
万
人
が
飢
え
て
い
る
と
い

う
。
そ
う
し
た
な
か
で
食
品
ロ

ス
を
削
減
し
、
食
料
不
足
に
悩

む
人
へ
無
料
で
提
供
す
る
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
1
「
貧
困
を
な
く

そ
う
」、2「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」、

12
「
つ
く
る
責
任
・
つ
か
う
責

任
」
と
関
わ
り
が
あ
る
と
さ
れ

る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
さ

ら
に
身
近
で
切
実
な
取
り
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

■
6
0
0
万
ト
ン
の
食
品
ロ

ス
は
国
民
1
人
あ
た
り
1
日
約

1
3
0
グ
ラ
ム
に
相
当
、
茶
碗

約
1
杯
の
ご
飯
の
量
に
な
り
、

年
間
で
は
1
人
あ
た
り
約
47
キ

ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
そ
う
だ
。
最

近
で
は
賞
味
期
限
切
れ
の
食
品

を
販
売
す
る
商
店
や
通
販
が
出

て
き
た
が
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

を
行
な
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体

と
自
治
体
が
連
携
し
て
、
賞
味

期
限
切
れ
に
な
る
前
に
活
用
し

て
い
く
仕
組
み
が
つ
く
れ
な
い

も
の
だ
ろ
う
か
。

中村委員長

１３
年
の
闘
い
で
国
に
成
果

建
材
企
業
は
謝
罪
し
賠
償
せ
よ

被
害
者
が
立
ち
上
が
り

組
合
が
支
え
抜
い
た

建材企業は被害者に謝罪せよ、基金創設に応じろとコール

平
和
特
集
号
の

記
事
を
募
集
中

「
け
ん
せ
つ
」
は
今
年
も
8
月

20
日
号
を
平
和
特
集
号
と
し
て
発

行
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
戦
中
・
戦

後
体
験
、
核
兵
器
禁
止
や
平
和
へ

の
思
い
な
ど
を
綴
っ
て
、
編
集
部

ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
締
め
切

り
は
7
月
20
日
で
す
。


